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脱炭素経営に向けた取組み着手の必要性

脱炭素経営とは

• 気候変動対策（脱炭素）の視点を織り
込んだ企業経営のことで、経営リスク
低減や成長のチャンス、経営上の重要
課題として全社を挙げて取組むもの。

• 中小企業にとって、カーボンニュートラ
ルの向けた取組みは、優先順位が低
いと思われがちだが、脱炭素経営を事
業成長へのチャンスと捉え、カーボン
ニュートラルに向けて全社を挙げて取
組み、新たな強みを作ろうとする考え方
が広まっている。

必要性

①サプライチェーン

➢ 大企業は自社のみならず、サプライチェーンの上流・下流を含めたＣＯ２排
出量削減策の対応が必要。

➢ 中堅・中小企業においても、大企業を中心としたサプライチェーンの脱炭素
化の動きの下、間接的に影響を受けることから、自分ごととして捉えて、脱
炭素経営に向けた取組みに着手することが必要。

➢ 直接的に大企業と取引がない場合でも、サプライチェーンの上流・下流に属
する企業として間接的に影響を受ける可能性もある。

中堅・中小企業 大企業 中堅・中小企業
上流 自社 下流

CO2 CO2 CO2

②カーボンプライシング

➢ 2026年 排出量取引制度開始予定
➢ 2028年 炭素税導入予定
など脱炭素経営に向けた取組みに着手する必要性が高まっている。



脱炭素経営に取組むメリット

優位性の構築

光熱費・燃料費の低減

知名度や認知度の向上

社員のモチベーション向上
や人材獲得力の強化

• 取引先からの脱炭素化の要請に対応することができ、売上や受注機会を維持また
は拡大することができる。

• エネルギー消費の効率化や再エネ活用等により、電気料金をはじめとする光熱費・
燃料費を削減できる。

• いち早く脱炭素経営に取組むことで、先進的企業としてメディアへの掲載や国・自治
体からの表彰を受け、知名度や認知度が向上する。

• 気候変動問題に取組む姿勢を示すことで、社員の共感・信頼を獲得し、社員のモチ
ベーション向上につながる。

• 環境に配慮した会社で働きたいという意欲を持った人材の確保につながる。
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資金調達の優位性
• 金融機関においては、ESG投資（環境・社会・企業統治を評価する投資）など、融資

先の選定基準に地球温暖化への取組状況を加味し、脱炭素経営を進める企業への
融資条件を優遇する取組みも行われており、新たな資金調達にあたり、有利に働く。

５



脱炭素経営を実践するためのステップ

② 測る

① 知る 脱炭素経営って何をすればいい？

活動量の調査と排出係数をチェック

CO2の削減できるところはどこ？③ 減らす



なぜCO2排出量の見える化が必要なのか

➢ＣＯ２排出量を見える化することは、企業や組

織が環境負荷を理解し、削減のための対策を講

じるうえで非常に重要。

➢ 見える化によって、どこでどの程度CO2が排出

されているかを把握し、効率的な削減施策を講

じることができる。



CO2排出量等算定ツール①

日本商工会議所
CO2チェックシート

民間事業者
のツール

Excelやシス

テムを使って、
エネルギー
使用量を入
力することで、
排出量を算
定できる

ＣＯ２排出量等算定ツールについては経済産業省、環境省作成の「中小企業等のカーボンニュートラル支援策（2025年4月）より抜粋

エネルギー使用量の推移を把握したい

ＣＯ２排出量を算定したい

エネルギー使用量やＣＯ２排出量の
削減計画を立てたい

ニーズ ＣＯ２排出量等算定ツール



CO2排出量等算定ツール②

日本商工会議所
CO2チェックシート

Ｅｘｃｅｌにエネルギー使用量を入力することで、
排出量を自動計算

https://eco.jcci.or.jp/checksheet

出典：日本商工会議所ＨＰより抜粋



CO2排出量等算定ツール③

民間事業者の
ツール

経済産業省の「中小企業支援機関による
カーボンニュートラル・アクションプラン」の登
録者の中で、温室効果ガス排出量の算定
ツールを提供している事業者もいる。

https://www.meti.go.jp/policy/energy_envir
onment/global_warming/SME/index.html

支援機関名 アクションプランの概要

e-dash株式会社

• 脱炭素社会の実現に向けた、三井物産100%出資によるサービス
• CO2排出量の可視化から削減支援まで、中小企業の脱炭素への歩みを
総合的にサポートする、ウェブベースのサービス

• ＨＰ：https://e-dash.io/

株式会社ゼロボード

• CO2排出量の算出・可視化クラウドサービス「zeroboard」等の提供を通じ
た経営課題の解決

• ＨＰ：https://zeroboard.jp/

アスエネ株式会社

• スキャンするだけでScope1～Scope3までのCO2排出量を自動で見える化。
具体的な削減施策のご提案（SXコンサル支援の提供）。TCFD・CDPなどの

国際イニシアチブへの情報開示支援。など、脱炭素経営をワンストップで
サポートできるのがアスエネの主な特徴。

• HP：https://earthene.com/asuzero

※「中小企業支援機関によるカーボンニュートラル・アクションプラン登録リスト」より温室効果ガス排出量算定ツールを提供している会社を抜粋



クラウドとExcelの比較

入力ツール メリット デメリット

クラウド

✓ データが自動でバックアップされるため、紛失リス
クが低い

✓ 最新の排出係数や法令に自動対応している
✓ データを複数人でリアルタイムに共有・編集できる
✓ 過去データやレポートの蓄積・可視化が容易

✓ サブスク費用が継続的に必要
✓ インターネット接続が必須
✓ サービス提供側の仕様変更や終了リスクがある

Ｅｘｃｅｌ

✓ サブスク費用が不要
✓ オフラインでも利用が可能
✓ Ｅｘｃｅｌの操作に慣れている人が多い
✓ カスタマイズしやすい

✓ 計算ミスや入力ミスが発生しやすい（マクロや数
式の破損など）

✓ 排出源単位データベースが更新されるたびに対
応が必要

✓ 複雑な条件での算出が難しく、データ化やグラフ
化にも手間がかかる

✓ セキュリティ管理がクラウドに比べて脆弱



クラウドツール（ちゅうぎんＧＸボード）のご紹介
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➢脱炭素経営に取組むことで、取引先からの脱炭素化の要請に対応することができ、売上や

受注機会を維持または拡大することができる。

➢CO2排出量を算定（見える化）することは、企業や組織が環境負荷を理解し、削減のための

対策を講じるうえで非常に重要。

➢見える化によって、どこでどの程度CO2が排出されているかを把握し、効率的な削減施策を

講じることができる。



アンケートのご回答にご協力ください

「第1回ゼロカーボン研究会」アンケート

【開催日：令和7年6月2日（月）】

本日は本研究会にご参加いただき、誠にありがとうございます。

以下の二次元コードからアンケートにご協力いただけますようお願いいたします。

※ご記入いただいた情報は、主催者および講師、岡山市が共有し、今後の企画や情報提供などに活用させていただきます。


